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藤ふ
じ
い井 

幸こ
う
の
す
け

之
助　
　

神
戸
女
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

専
門
は
、
在
日
朝
鮮
人
論
・
民
族
ま
つ
り
／
マ
ダ
ン

研
究
。
日
朝
関
係
史
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
、

今
年
一
〇
月
に
『
あ
る
在
日
コ
リ
ア
ン
家
族
の
物
語

─
─
つ
な
い
で
、
手
と
心
と
思
い
─
─
絵
と
物
語
で

読
む
在
日
1
0
0
年
史
』（
共
編・ア
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
）

を
刊
行
し
た
。

　

日
本
の
入
国
管
理
局
が
み
と
め
る
外
国

人
の
在
留
資
格
は
二
七
に
細
か
く
分
か
れ

て
い
る
が
、
非
熟
練
労
働
者
の
入
国
を
認

め
て
い
な
い
。
移
民
送
り
出
し
と
受
け
入

れ
の
歴
史
は
長
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明

確
な
移
民
政
策
は
な
く
、
外
国
人
受
け
入

れ
政
策
も
場
当
た
り
的
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
事
務
局
長
を
務
め
る

早
崎
直
美
さ
ん
は
三
代
目
だ
。
毎
週
水
曜

日
に
事
務
所
に
出
る
。
予
算
が
な
い
の
で

専
従
で
は
な
い
。

　

直
美
さ
ん
は
一
九
五
一
年
に
岐
阜
で
生

ま
れ
た
。
戦
前
期
、
近
く
で
石
灰
の
採
掘

に
多
く
の
朝
鮮
人
が
従
事
し
て
い
た
よ
う

だ
。
そ
の
た
め
か
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
が
な
ん
と
な
く
気

に
な
っ
て
い
た
。
同
級
生
に
朝
鮮
人
の
親

友
が
い
た
の
が
そ
の
一
因
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

　

京
都
の
大
学
に
進
学
し
た
が
、
専
攻
の

文
学
よ
り
、
外
国
人
の
入
管
問
題
に
関
心

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
当
時
の

華
青
闘
（
華
僑
青
年
闘
争
委
員
会
）
の
人

た
ち
か
ら
影
響
を
受
け
て
二
年
で
中
退
し

た
あ
と
就
職
し
、
労
働
組
合
で
十
数
年
活

動
し
た
。
し
か
し
外
国
人
問
題
は
念
頭
か

ら
は
な
れ
ず
、
そ
れ
な
ら
中
国
語
を
勉
強

し
よ
う
と
、
仕
事
を
辞
め
一
九
九
〇
年
に

二
人
の
子
ど
も
を
連
れ
て
台
湾
の
台
北
に

一
年
間
留
学
し
た
。

　

帰
国
後
、
と
り
あ
え
ず
パ
ー
ト
の
仕
事

を
は
じ
め
た
が
、
外
国
人
関
連
の
支
援
活

動
へ
の
興
味
は
ず
っ
と
あ
っ
た
。
ち
ょ
う

ど
そ
ん
な
と
き
、
縁
が
あ
っ
て
R
I
N
K

と
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
で
に
一

九
八
〇
年
代
、
カ
ラ
バ
オ
の
会
（
横
浜
）、

一
六
回
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の

減
少
、
マ
ン
ネ
リ
化
、
か
さ
ん
だ
赤
字
の

た
め
、
二
〇
〇
八
年
は
中
止
と
な
っ
た
。

　

今
年
も
再
開
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

に
代
わ
る
も
の
が
現
れ
た
。「
異
文
化
交

流
F
E
S
T
A 

in 

天
保
山
」
だ
。
在
日

ブ
ラ
ジ
ル
人
が
中
心
に
な
っ
て
企
画
・
運

営
し
て
、
今
年
一
〇
月
二
五
日
に
開
か
れ

た
。
夜
通
し
で
や
り
た
い
と
い
う
ブ
ラ
ジ

ル
人
た
ち
に
、
ま
ず
は
昼
間
だ
け
や
っ
て

み
よ
う
と
セ
ー
ブ
を
か
け
た
。
他
の
協
力

団
体
と
と
も
に
今
回
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
側

に
回
る
。

　

こ
の
夏
、「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
」
、「
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基

づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出

入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
」
、「
住
民

基
本
台
帳
法
」
の
改
定
案
が
衆
・
参
両
院

で
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
七
月

一
五
日
の
公
布
日
か
ら
三
年
以
内
に
、
外

国
人
登
録
制
度
に
代
わ
る
「
新
た
な
在
留

管
理
制
度
」
、「
外
国
人
住
民
票
制
度
」

が
実
施
さ
れ
る
。
当
事
者
の
事
情
よ
り
、

日
本
社
会
に
と
っ
て
有
益
な
外
国
人
だ
け

を
選
別
す
る
制
度
に
な
り
そ
う
な
気
配
だ
。

「
ま
る
で
外
国
人
は
『
害
国
人
』
の
よ
う

な
扱
い
。
こ
ん
な
意
識
の
問
題
点
を
理
解

し
て
も
ら
う
の
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
大
変

な
の
か
。
外
国
人
と
対
等
な
関
係
を
ど
う

す
れ
ば
つ
く
れ
る
の
か
？　

日
々
の
業
務

の
な
か
で
つ
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
」
。

　

問
題
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
て
、

国
際
人
権
規
約
な
ど
の
国
際
的
な
人
権
基

準
を
こ
の
日
本
で
当
た
り
前
に
す
る
こ
と

が
当
面
の
目
標
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
は
随
時
お
こ
な
っ
て
い
る
。
通
訳
、
翻

訳
な
ど
の
言
語
能
力
や
相
談
の
さ
い
に
専

門
知
識
の
必
要
な
仕
事
の
ほ
か
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
が
あ
る
。

「
一
緒
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
発
想
が
あ

れ
ば
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。
若
い
人
も
若

く
な
い
人
も
、
あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く

だ
さ
い
」
と
よ
び
か
け
る
直
美
さ
ん
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
重
み
が
あ
っ
た
。

日
本
を
差
別
の
な
い
、

多
民
族・多
文
化
共
生
社
会
に
！

「
外
国
人
労
働
者
」と
い
う
こ
と
ば
に
は
、日
本
人
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
喜
怒
哀
楽
を
も
っ
た

生
活
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。日
本
人
と
外
国
人
と
が
ど
う
協
力
し
あ
っ
て
生
き
る
か
を
さ
ぐ
る

R
I
N
K
を
訪
ね
た

と
が
、
民
族
・
国
籍
の
垣
根
を
越
え
て
、

日
本
人
労
働
者
に
も
非
正
規
雇
用
の
増
加
、

派
遣
切
り
の
よ
う
な
か
た
ち
で
ど
ん
ど
ん

起
こ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
普
通
に
考
え
て

お
か
し
い
こ
と
は
ほ
っ
と
け
ま
せ
ん
」
。

　

知
ら
な
い
う
ち
に
本
人
の
携
帯
番
号
が

口
コ
ミ
で
外
国
人
の
あ
い
だ
に
広
ま
っ
て
、

時
間
外
に
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
。

「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
終
わ
ら
な
い

相
談
を
心
が
け
て
、
最
後
ま
で
お
付
き
合

い
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
解
決
の
プ

ロ
セ
ス
の
な
か
で
こ
ち
ら
が
学
ぶ
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
ん
で
す
」
。

「
差
別
な
く
共
に
生
き
る
た
め
の
異
文
化

交
流
」
を
テ
ー
マ
に
、
R
I
N
K
発
足
の

一
九
九
一
年
か
ら
「
マ
イ
・
マ
イ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」（　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

）
を
開
い
て
き
た
。
外

国
人
労
働
者
の
存
在
と
課
題
に
つ
い
て
、

文
化
を
通
し
て
知
る
場
と
し
て
、
画
期
的

な
取
り
組
み
だ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
ま
で

問
題
が
あ
る
の
に「
ほ
っ
と
け
な
い
」

多
文
化
を

さ
さ
え
る

人
び
と

二
人
の
子
連
れ
で
台
湾
に
語
学
留
学

労働者送り出し国の在大阪領事館との懇談会も積極的におこ
なっている。写真は在大阪タイ王国総領事館での話し合い

〈提供・RINK〉

日
本
人
主
導
か
ら
当
事
者
本
位
に

連合大阪主催「外国人労働者なんでも相談ダイヤル」
〈提供・RINK〉

大阪国際交流センターでのイベン
トにブースを出展〈提供・RINK〉

あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い

RINKは、Rights of Immigrants 
Network in Kansai の略。日本
語の発音が同じ英語のlink「つなが
り」の意味もかけている。
「差別のない、多民族・多文化共生
社会の実現を！」をキャッチフレー
ズに、外国人の人権に関心をもつ市
民団体や弁護士、労働組合、医療関
係者、民族団体などが共通の課題に
協力して取り組むことや情報交流を
目的とするネットワーク組織で、
1991年12月に結成された。現在
の会員は約150人の個人と30団体
で、会費と寄付金で運営されている。
　RINKの活動は次の3点が柱となっ
ている。
①外国人（労働者）問題に取り組む

個人と諸団体の経験交流・情報
交換と研究活動。

②RINKを構成する個人・諸団体が
おこなっている具体的な人権活
動への共同支援。

③行政機関や企業団体への、外国人
の人権保障に向けた各種制度の
改革要求や提言。

http://www.geocities.co.jp/
kansai_immigrant_rights/

RINK
すべての外国人労働者と
その家族の人権を守る
関西ネットワーク

「マイ・マイ・フェスティバル」（2006年10月）でもちつきをする参加者

ア
ジ
ア
ン
フ
レ
ン
ド
（
大
阪
）
な
ど
各
地

で
外
国
人
支
援
の
活
動
が
増
え
は
じ
め
て

お
り
、
R
I
N
K
も
一
九
九
〇
年
代
に

入
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

早
崎
さ
ん
は
毎
年
、
連
合
大
阪
主
催
の

「
外
国
人
労
働
者
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
」
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
る
。
今

年
は
六
四
件
の
相
談
（
労
働
・
社
会
保

障
・
在
留
資
格
・
家
族
の
順
で
多
い
）
が

寄
せ
ら
れ
た
。
大
阪
を
中
心
に
、
東
北
、

関
東
、
中
部
、
東
海
、
近
畿
、
四
国
、
九

州
の
一
五
都
府
県
に
わ
た
っ
た
。

　

日
本
人
の
心
の
な
か
に
は
「
外
国
人
は

別
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
よ
う
だ
。
な

に
か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
り
、
外
国
人
が

権
利
を
主
張
す
る
と
排
除
し
よ
う
と
し
た

り
す
る
。
だ
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
深

刻
で
、
決
し
て
楽
し
い
も
の
で
は
な
い
。

　

早
崎
さ
ん
は
い
う
。「
し
か
し
、
少
し

前
に
外
国
人
労
働
者
に
起
こ
っ
て
い
た
こ

RINK事務所で電話相談を受ける
早崎直美さん
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